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あとがき
　本特集では，2019 年 4 月に日本高血圧学会から公
表された「高血圧治療ガイドライン 2019」や，それ
以降に蓄積された注目すべき知見を各著者にまと
めていただいた。いうまでもなく，高血圧は脳心血
管疾患の発症・死亡の最大のリスク因子であるが，
これらの半数以上はⅠ度高血圧以下の比較的軽度
な範囲で認められる。さらに，わが国における日本
動脈硬化縦断研究の結果から，降圧薬非服用者にお
いては 120～129／80 mmHg 未満の正常高値血圧で
も，120 mmHg 未満かつ 80 mmHg 未満の正常血圧
者と比べて 1.7 倍の発症リスクがあることや，正常
血圧者でも降圧薬服用者では非服用者の 2.0 倍の発
症リスクがあると報告されている。そのため，高血
圧の予防と管理には，高血圧者のみを対象とするハ
イリスク戦略だけでなく，国民全体の血圧分布を低
い方向へ移行させるポピュレーション戦略が重要
であり，これに関しても本特集でわかりやすく概説
していただいた。さらに，これらのハイリスクおよ
びポピュレーション戦略を実現させるためのツー
ルとして，スマートウォッチを用いたウェラブルデ
バイス（Apple Watch，Fitbit，Galaxy Watch など）
が開発され，Cure App HT 高血圧治療補助アプリ
が 2022 年 9 月に保険適用となり，販売が開始され
た。これらのデジタル技術により，医療従事者は患
者の日常生活にも目を向けることができ，行動の変
容と降圧効果の過程を観察できるようになるため，
患者個別の治療戦略を立案することが可能とあり，
高血圧診療の質の向上につながる可能性が指摘さ
れている。本特集で取り上げられた新たな高血圧の
管理・治療戦略が，高血圧患者の日常診療の向上に
つながれば幸いである。
 川村哲也
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